
旧石器時代。
縄文文化
続縄文文化

（関連の遺跡と遺物）

この頃
ラッコやアザラシの
皮、鷲羽などが松前
氏などを通じ日本に
もたらされ上等品と
して珍重される。⑥

松前藩・村上
掃部左衛門ら
蝦夷を周回し
地図を作製⑧

1635

伊勢松坂七郎
兵衛船の択捉
島漂着⑩

1661
エトロフやク
ナシリのアイ
ヌが初めて松
前城下へ行く
⑫

1731

クナシリ・メ
ナシの戦い⑰

1789
「御救交易」
の実施⑱

1791
10項目の
「心得」

1800

天明六年の調
査で、幕府役
人が初めて択
捉島・ウルッ
プ島に上陸・
周回。択捉島
でロシア人に
接触。⑮

1786
「大日本恵登
呂府」の標柱
の設置

1798・1800

『正保御国絵
図』にクナシ
リ、エトホロ
が描かれる。
⑨

1644
クナシリ場所
の設置 ⑬

1754

蝦夷地（北方
四島）の形状
及び千島列島
の島々の位置
を把握。⑯

紀州船の択捉
島漂着⑭

1756

北方四島のチャシ 
　（主なチャシの
紹介）

松前藩、元禄国絵図事業尾一環
として『松前嶋絵図』及び『松
前嶋郷帳』を提出。「くなしり」、

「ゑとろほ」が記載。⑪

1700

オホーツク文化
（同）

トビニタイ文化
 （同）

擦文文化
 

（同）

*松前藩・江戸幕府・地方自治体を含む

先史時代 17世紀 18世紀 19世紀 20世紀

1604
松前慶広、家康より
黒印状を受ける。
松前藩、北方の交易
権独占。
⑦（黒印状）

日
本
人
・
日
本
政
府
の
動
き
*

ロ
シ
ア
・
ソ
連
の
動
き 

そ
の
他
の
各
国
の
動
き

四
島
の
状
況

北
海
道
本
島
な
ど
の
出
来
事

時代区分Ⅰ

北海道本島の各時期の文化圏が北方四島まで拡がる。

時代区分Ⅱ

松前藩による北方四島の認知と統治の拡大 

時代区分Ⅲ

ロシアとの接触と摩擦、「国境」についての共通認識の構築

時代区分Ⅳ

日魯通好条約による国境の確認とその後の開発

13世紀ころ

チャシの築造開始
1457
コシャマインの戦い

1759～
松前藩ロシ
アの南下を
認識。幕府
に隠匿。

1771
ペニョフス
キーによる
ロシア南下
の警告

1771
択捉島のア
イヌは、ロ
シア人襲撃
で主要な役割。

1803
択捉島のア
イヌにウ
ルップ島出
猟を禁止 

1802-1803
工楽松右衛
門、幕府の
命令で択捉
島に波止場
を建設

1836
藤野家、色
丹島出漁を
出願し、許
可される。

1841
これまで藤野家
などに請負され
てきた択捉島漁
場、伊達家と栖
原家に引き継が
れる（1876年ま
で継続）。

1804-1805
レザノフの
長崎来航

1806
フヴォストフの
樺太襲撃

1805
ウルップ島の
ロシア人退去

1799
近藤重蔵択
捉島掛に。

1807～
択捉島・国
後島の警備
強化

1812-1817の間

間宮林蔵「蝦夷
クナシリ島図」
作製

1872
国後出張所
と振別出張
所の設置
（1876に分
署と改称）

1880
根室郡役所
が、択捉島
以外の北方
四島を管轄、
振別郡役所
が択捉島4郡
を管轄。 

1882
北方四島は
根室県に含
まれる。

1886
千島国は根
室支庁の管
轄となる。

国後島と択捉島が
千島国を構成し、
国後島には国後郡
を置き、択捉島に
は択捉、振別、紗
那、蘂取の各郡を
置く。歯舞群島及
び色丹島は、根室
国花咲郡に属す。

1813
ロシア軍人リ
コルド、高田
屋嘉兵衛の仲
介で日本側の
ゴロブニンの
解放条件を確
認（フヴォス
トフの行為に
ついて独断で
行われたこと
の行政長官の
署名押印した
証明書）

1814
日本側は、
択捉島まで
を日本領、
シムシル島
以北をロシ
ア領とし、
その間の
島々を中間
地帯とする
ことを想定。

1897-1903
紗那支庁の
設置
（1903年に
根室支庁に
再統合

1915
歯舞村に二
級町村制導入

この条約により、
択捉島とウルップ
島との間に当時自
然に成立していた
日露両国の国境は、
法的に確認される。

1814
日露関係者
は択捉島で
出会えず。

1814
ゴロヴニン
らは、イル
クーツクの
トレースキ
ン知事の諮
問に対し、
日本側は択
捉島とウ
ルップ島の
間を自然の
境界とみな
していると
回答。

1771
ロシア人に
狩猟場を
独占された
アイヌがロ
シア人を襲
撃。

1738
シュパンベ
ルグの千島
列島及び日
本の探検隊
（元文の黒
船）。

1766-1769
チュールヌ
イがウルッ
プ島、択捉
島到達。

1779
ロシア人と
松前藩の
アッケシで
の接触

1779
ロシア人と
松前藩の
アッケシで
の接触。

1784
1780年の地震
による津波で
ウルップ島で
座礁していた
船の引き上げ
のために派遣
されたロシア
人の一部が択
捉島に逃亡。

1792-93
ラクスマンの
来航。ラクス
マン、長崎来
航の「信牌」
を得る。

択捉島まで日本の
領土であることに
ついて日露間で認
識を共有

1795
ウルップ島への
ロシア人の移住。

1712
ロシアの地
図に初めて
千島列島の
一部の島々
が描かれ
る。（レー
メゾフ『カ
ムチョダー
ル地方陸海
新地図）

1713
コズイレフ
スキーの千
島遠征。パ
ラムシル島
で千島アイ
ヌと衝突。

1696
ロシア人に
よるカム
チャッカ
半島の「発見」

1618
イエズス会宣
教師アンジェ
リスの私信に
「ラッコ島」
に関する情報

1643
オランダ人
フリースの
航海 択捉島
を目視。国
後島に上陸。 

1796-97
英ブロートン
の蝦夷地来航。

1846
アメリカ捕鯨船
ローレンス号の
択捉島漂着

1853
ペリー来航

1702
ピョートル
一世、日本
人漂流者伝
兵衛に謁見。
日本との通
商に関心。

1783
工藤平助
『赤蝦夷風
説考』

1785-1786
幕府による
天明の蝦夷
地調査

1786
林子平
『三国通覧
図説』

1790
松前藩、樺
太に交易所
及び番屋を
設置

1791-92
幕府による
蝦夷地調査

1792-93
ラクスマン
の来航。松
平定信ラク
スマン、長
崎来航の
「信牌」を
渡す

1796-97
英ブロート
ンの蝦夷地
来航。

1798
幕府による
蝦夷地調査

1799
幕府、東蝦
夷地を直轄に

1801
幕府、ウルッ
プ島に「天長
地久大日本属
嶋」の木柱を
設置。

1804-1805
レザノフの
長崎来航

1806
フヴォストフの
樺太襲撃

1669
シャクシャインの戦い

18世紀

場所請負制に
徐々に移行

1807
フヴォストフ
の択捉島襲撃

1811
ロシア軍人
ゴロヴニン、
国後島で捕
縛される。

1812
ロシア軍人
リコルド、
国後島付近
で高田屋嘉
兵衛を捕縛

1807～
幕府、各藩に命じて
蝦夷地の警備強化

1809
間宮林蔵、
樺太が島で
あることを
確認

1821
松前藩、蝦
夷地に復帰

1831-33
高田屋、ロ
シアとの抜
け荷の疑い
で処罰され
る。

1867
大政奉還

1868
王政復古の
大号令

1869
「開拓使」
の設置、根
室出張所の
設置

1871
廃藩置県

1872
根室出張所は
根室支庁に

1876
千島列島は
千島国に編入。

1904-1905
日露戦争。ポー
ツマス条約によ
り南樺太が日本
領に。

1914-1918
第一次世界大戦

1868-1869
箱館戦争

1867
「カラフト島
仮規則」

1893-1895
第一次報效義会

1896-1905
第二次報效義会

1867
「カラフト島
仮規則」

1875
樺太千島
交換条約

1904-1905
日露戦争。ポー
ツマス条約によ
り南樺太が日本
領に。

1807
幕府、西蝦
夷地を上知

「恵登呂府
村々別帳」

1800 1802
近藤重蔵、択
捉島のアイヌ
のウルップ島
出猟を禁止す
る上申書

近藤重蔵
「蝦夷地図式
 乾坤」

1802
択捉島の南部
藩・津軽藩警
備開始

1804

ロシア軍人ゴ
ロヴニン、国
後島で捕縛さ
れる。

1811

伊能図完成。
伊能大図には国
後島の図2枚が
含まれる。

1821の間

松浦武四郎「東
西蝦夷山川地理
取調図」

1859
分領支配
1869-1871

色丹島が根室国
花咲郡から分離
し、色丹郡とな
り千島国に編入。

1885
択捉島、国後島、
色丹島の村々に
二級町村制導入。
終戦時と同じ行
政区画が成立。

1923

漁場持を廃止す
る布達

1876

開拓使長官黒田
清隆の択捉島視
察

1876

米国務省1956年
9月7日書簡

米国務省1957年
5月23日書簡

「根室支庁原稿 
地誌提要」

1873
『明治九年千島
三郡取調書』

1876
千島アイヌの
色丹島移住

1884 二級町村制導入
以前の北方四島
各島の状況

戦前の北方四島での生活、
ソ連による占領、強制退去
に関する口述記録

二級町村制導入
後の北方四島各
島の状況

「千島及離島ソ
連軍進駐状況綴」

アレクサンド
ルⅠ世の勅令
　（クリル諸
島等における
外国人による
産業活動を禁
止。その範囲
は南はウルッ
プ島まで）

1821

ニコライⅠ世
のプチャーチ
ン宛訓令
（ウルップ島
をロシア南方
の終点と述べ
て構わない）

1853

ゴロヴニン、
釈放。同人
は、帰国の際
に、日本側に
国境画定交渉
に関する文書
を残す。

1813

高田屋嘉兵衛
による航路及
び漁場開拓

1800
『万国畧図』
出版。このう
ち高橋景保の
「日本辺界略
図」　では択
捉島までを日
本領とする。

1811
北方四島（択
捉島紗那場所
を除く）の仙
台藩への分領

1859

南部慶祥丸漂
流民の択捉島
到着

1806
フヴォストフ
の択捉島襲撃

1807
北方四島在住
のアイヌへの
種痘の実施

1857

1855
日魯通好条約

1875
樺太千島交換条約

1855
蝦夷地再幕領化

1869
太政官布告第734号
（蝦夷を北海道と
改称し、11国86郡を
設置）

1876
北海道大小区制の
導入

1876
「日本帝国ノ所轄タ
ル北海道及其近傍諸
島沿海海猟規則」

1884
明治17年太政官布告
第16号（ラッコ・ 
オットセイの猟獲の
特許制の導入に関す 
る太政官布告）

1891
片岡侍従の千島調査

1935
久松侍従の千島調査

1879
郡区町村編成法が北
海道に施行される。

1882
「開拓使」の廃止。
札幌県、函館県、根
室県の三県の設置。

1886
三県廃止。北海道庁
の設置。

1941
大西洋憲章 

1945
ポツダム宣言 

1943
カイロ宣言

1951
サンフランシ
スコ平和条約

1956
日ソ共同宣言 

1941
日ソ中立条約  

日露間領土問題の歴史に関する共同
作成資料集1992年版に掲載のある第
二次大戦期以降の資料

1941
大西洋憲章
への参加に
関するソ連
邦政府宣言

1945
ヤルタ協定

1956
日ソ共同宣言 

1941
日ソ中立条約

日露間領土問題の歴史に関する共同
作成資料集1992年版に掲載のある第
二次大戦期以降の資料

1941
大西洋憲章

1945
ヤルタ協定

1951
サンフランシ
スコ平和条約 

1943
カイロ宣言

1945
ポツダム宣言

日露間領土問題の歴史に関する共同作成資料集
1992年版に掲載のある第二次大戦期以降の資料

時代区分Ⅴ

ソ連による占領とその後の不法占拠

根室国が第25大区と
なり、千島国は第26
大区となった。 国
後郡と択捉島４郡が
それぞれ小区を構成
。その下に国後島５
村、択捉島10村が設
置される。

①
②

④

③

⑲

⑳

⑳22

⑳23

⑳21

⑳24

⑳25

⑳26

⑳27

⑳28

⑳29

⑳30

⑳31

⑳32

⑳33

⑳37

⑳36

⑳38

⑳34

⑳35

⑳39

⑳42

⑳46

⑳47

⑳48

⑳49

⑳50

⑳53

⑳54

⑳56

⑳61

⑳60⑳58⑳55

⑳59

⑳57

⑳61

⑳63

⑳62

⑳61

⑳44

⑳43

⑳52

⑳51⑳45⑳41

⑳40

⑤




